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断層破砕帯で発生した斜面変動：
横須賀市野比海岸における
北武断層での事例報告

はじめに

2017 年 2 月 23 日，野比海岸 （横須賀市野比 5 丁目） 
の県道 212 号久里浜港線で，幅 2.5 m の歩道が 37 m
にわたって 10 cm ほど陥没し，車道の一部も 11.5 
m 陥没した （2017 年 2 月 24 日朝日新聞朝刊）。筆者
らは 2017 年 2 月 24 日，4 月 15 日，5 月 28 日に陥
没した県道周辺の地質について調査した。本稿では
その調査結果について述べる。

野比海岸の地形・地質概略

横須賀市野比海岸には，最上位の最大地表面高度
が 21 m に達する 3 段の完新世海成段丘が認められ 

（太田ほか , 1994），海岸は砂浜海岸または岩石海岸
で構成される。海岸線に沿って走る県道 212 号久里
浜港線は，標高 5.4 m ～ 10.4 m に位置し，主に段丘
面と海岸とを結ぶ段丘崖上に築造された （第 1 図）。

第 1図． 野比海岸の斜面変動と XRD 試料採集場所を示したルートマップ．柴田・蟹江 （2016） と高橋ほか （2016） を改
変．N03 は柴田・蟹江 （2016） の試料採集場所．地形図は 1/2500 横須賀市都市計画基本図「千駄ヶ崎」を使用．
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県道と海岸との間は 30 ～ 60°の斜面となっている。
斜面の崩壊を防ぐため擁壁が設けられるとおもに，
一部はモルタル吹き付けが施工されている。海岸に
は中新統葉山層群と中新―鮮新統三浦層群逗子層が
露出し，それらの地層の境界は活断層である北武断
層の破砕帯となっている。破砕帯には玄武岩や蛇紋
岩 （かんらん岩），白色石灰質チャート，暗緑色凝灰
岩 （矢部層） などのブロックや転石が認められ，緑
灰色，灰色，赤褐色等の軟質な断層ガウジによって
取り囲まれている （浅見ほか , 1992; 柴田・蟹江 , 
2016; 高橋ほか , 2016）。

斜面変動とその周辺の地質

陥没した歩道と片側の車道は通行規制が敷かれて
いたため，調査は通行可能な歩道と海岸で実施した。
目視による観察では，歩道は約 40 m の長さで陥没
が認められた。陥没の深さは測定していない。斜面
の擁壁は長さ約 160 m にわたり，斜面下方に沈みこ
む，または滑り落ちている様子が確認され，脚部で
最大のずれが生じていた。さらに斜面が広範囲にわ
たって団塊をなし，下方に変動していることが観察
された （第 1 図，第 2 図 A–C）。擁壁が変動した範
囲の地質を海岸で確認すると，北武断層破砕帯の断
層ガウジが分布する範囲 （柴田・蟹江 , 2016; 高橋ほ
か , 2016） にほぼ一致した。また，斜面の一部に断
層ガウジが露出することをこれまでの調査で確認し
ていたが，今回の擁壁の変動によってより広範囲に
露出した。斜面において断層ガウジのすべり面は確
認できなかった。従来，海岸の断層ガウジは砂に覆
われ観察が困難だったが，2017 年 5 月の調査時には
海岸の砂が大きく減少し，断層ガウジや蛇紋岩ブ
ロックが大きく露出している様子が確認された （第
2 図 B，C）。

海岸からにぶい赤褐色 2.5YR4/3 （N04），オリー
ブ灰色 5GY5/1 （N05），灰色 N4/0 （N06），緑灰色
5G6/1 （N07） の断層ガウジを採集 （N04 ～ N07 は試
料番号） （第 1 図，第 2 図 F–H），バルク粉末試料を
作成し，X 線回折 （XRD） （千葉大学理学部地球科学
科，リガク RAD-X システム：単色化した CuX α線，
40kV20mA） 分析を行った （第 3 図）。N04 と N05
は主に石英からなり，斜長石とスメクタイト，方沸
石を含む。N06 と N07 はそれぞれ石英と蛇紋石が同
定された。

考　　察

スメクタイトや方沸石を含む N04 や N05 は，北
武断層破砕帯に含まれる暗緑色凝灰岩 （矢部層） 由
来と考えられる （柴田・蟹江 , 2016）。石英からなる
N06 の由来は不明だが，暗緑色凝灰岩，または葉山
層群や逗子層の泥岩由来の可能性が考えられる。
N07 は蛇紋石からなり，破砕帯にブロック状に含ま
れる蛇紋岩由来と考えられる。一般的に蛇紋岩地帯
は多くの地すべりが発生しており，蛇紋岩体に隣り
合って形成されたスメクタイトや緑泥石などがすべ
り面に成り得ると考えられている （横田ほか , 
1998）。北武断層の破砕帯は，蛇紋岩ブロックに加え，
暗緑色凝灰岩より変質したスメクタイトを含む断層
ガウジが発達することから，地質的にすべり面が発
達しやすいと考えられる。

野比海岸の斜面変動は，斜面が団塊をなして下方
に変動していること，以前から歩道や斜面でアス
ファルトや吹き付けの亀裂が認められ （第 2 図 D，
E），小規模な変動を繰り返してきたと推測されるこ
とから，慢性滑動タイプの地すべり （藤田ほか , 
1999） と考えられる。北武断層の活断層としての変
異はクリープ性のものではなく，地震発生時に起こ
ると考えられている （岩崎ほか , 1974）。今回の地す
べりが発生した 2017 年 2 月 23 日には，北武断層が
活動した証拠や，関東地方を震源とする地震の記録
はないが，三浦半島には波浪警報が発令されていた。
擁壁の脚部で最大のずれが生じていることから，波
浪によって擁壁が崩壊し，背後斜面の拘束力が低下，
その結果斜面の断層ガウジが滑動し，歩道が陥没し
た可能性が考えられる。

謝　　辞

X 線回折分析は千葉大学理学部地球科学科のリガ
ク RAD-X システムを使わせていただきました。心
より御礼申し上げます。

引用文献

浅見茂雄・蟹江康光・有馬　眞 1992. 三浦半島東部，
野比海岸で発見されたかんらん岩ブロック . 横須
賀市博研報（自然）, (40) : 21-23.

藤田　崇・田中耕平・野崎　保 1999. 斜面における
地質学―斜面地質学の提唱―. 日本応用地質学会



17断層破砕帯で発生した斜面変動

第 2図． A–C：斜面変動前後の野比海岸．A，2015 年 5 月 4 日撮影．B，2017 年 4 月 15 日，A とほぼ
同じ場所から撮影．C，2017 年 5 月 28 日撮影．B と C には推定される斜面変動の範囲を破線
で示した．D：亀裂が見られる斜面変動前の吹き付け．2016 年 5 月 5 日撮影．E：亀裂が見ら
れる斜面変動前の歩道．2015 年 11 月 4 日撮影．F：にぶい赤褐色の断層ガウジ （N04）．G：灰
色の断層ガウジ （N06）．H：蛇紋岩ブロック （Sr） とそれを取り囲む緑灰色の断層ガウジ （N07）．
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第 3図． 断層ガウジの粉末 X 線回折パターン．N04: に
ぶい赤褐色，N05: オリーブ灰色，N06: 灰色，
N07: 緑灰色．断層ガウジの X 線回折分析を行っ
た柴田・蟹江 （2016） のデータ （N03，暗緑灰色
10G3/1，暗緑色凝灰岩と蛇紋岩由来）も併せて
示した．試料の採集場所は第 1 図を参照．
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